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TheFlhybridsofthereclprOCalcrossesbet･

weenthetwoparentswereback･Crossedwith

susceptibleparentsandtheoffspringswhen

testedfortheirsusceptibilityto1.0%dieldrin

gavethefollowingmortalities,giveninTable4.

Table 4.

Back.cross
Percentagemortalitywith
l.0% dieldrin

MalesFemalesAverage

吉Fl(SNx♀R)×♀

古Fl(谷Rx♀N)×?

Alldata

♀Fl(杏NX♀R)×舌

♀Fl(含RX♀N)×令
Alldata
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7
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3

3

3

4

4
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6

4
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4
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6
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7
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6

7

6

5

6

Theback･cross(Fl)offspringwasslightlyless

resistanttllantheresistantparentsandfarmore

resistantthanthesusceptibleonesandthough

thedegreeofresistancedecreasedintheF2

generation.itwasstillnearertotheresistant

parents.TheF2fliesdidnotsegregateinto1:3

ratioexpectedinsimp一eMendelianinheritance

andtheresultsofcrossesbetweenFlhetero･

zygotesandsusceptibleparentsfailedtoprovide

anyevidenceofmonofactoriality.Itcan,there･

fore.beconcludedthatdieldrin･resistancein

Al.a.〝ebtLtOisaphenomenonofmultifactorial

inlleritance,aconclusionsubstantiatedbyttle

earlierfindingsOfAbdullah(1961)whoobtained

evidencetoshowthatdietdrin.resistanceinA4.

a.domesLEcaisgoverned by amultiple-gene
factor.

Conclu8ionB

TheresultsofreclprOCalsingle･pairaswellas

massICrOSSmatingsbetweenadieldrin･resistant

andasusceptiblestrainofM.a.nebutoshowed

thatdieldrin･resistanceinthisformofhousefly

isgovernedbyamultiple･genefactor. TheF2

generationdidnotshow anysegregationand

tlleresultsofback-crossesbetweenFlhetero･

2:ygOteSandsusceptibleparentsfailedtoprovide

anyevidenceofmonofactoriality.

Acknowledgement8:Thisworkwasfinanced

byagrantfromtheNationalinstituteofHealth,

U.S.A.(GrantNo.CCOOO22-02).Theauthorsare

deeplyindebtedtoDrs.A.W.A.BrownandMJA.

Basirfortheirencouragementandadviceduring

thecourseofthiswork.

ReEerenced

Abdullah,M.:JotLr.Ilcrd.Washingtonll,179

-182(1961).

Busvine.J.A.:NahLrC.London168.193-5

(1951).

Georghiou.G.P.cLal.:WIl01'〃IormaLJ'onCl'Y.

37,4-5.(1962).

Guneidy,A.M.andBusvine,I.R.:WHOfnform･

atl'onCfr.35,9-10.(1962).

OntlteDiSPer810TIOftlleInsecticideforBhckflyControlApp一iedinRunningwater.Kikuo

M T̂SUOandTatsuoTAMUR̂ (DepartmentofMedicalZoology,KyotoPrefecturalUniversity

ofMedicine. Director:Prof.M.Nagahana)ReceivedApril30,1964･Boty〃･Kagaku,29,21,

1964(withEnglishsummary24)∴

5. プユ駆除のため河川に殺虫剤を投入した場合における薬剤の分散状況について 松刷 '･t

久UJ･田村屈火 (京都府立医科大学 医動物学教宅) 39.4.30受刑

プユ幼山馴除の目的で,流水塁が毎秒21-22トンの河川に.DDT水和剤を1分r.TUHE水爪に対し.

1ppmの'.W分で10分閃投入した場合,そめ薬剤がどの樫皮に希釈されるか,その氾JA'分祁状店を生物

的方法によりauたした.その折凪 流心の上脚部における氾皮は,薬剤投入点より下流10,25m地点

では1.5-2.Oppmでかなl)苅いflfiを示したが,50,100m地点では0.7-1.3ppm となり,これよ

りll'流城では招収にあ菟少し.1000m地点では,今回の生物的方法では汎定不可能な低濃度であった.

プユ成虫は蚊やアブなどと州こ人邦を刺攻吸血する 人畜の受ける被害は甚大である.これらのプユの駆除

相生害虫の一つで,その幼血 矧まれ'3杓な小川や拐流 は成虫よりも幼虫にfTE点がおかれ,現在本邦では東京

の流水由に発生し,その付近の出札 ‥け寸にわいては 邦をはじめ,京都その他の批 伽こおいて,河川に殺虫
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刑を投入し生息プユ幼虫の駆除が行われている.これ

らの1戊机によると緒方ら1,9)は プユ幼虫発生河川のl

FJitU流水丑に対しDDTならば10ppm,I)ンデンな
らは lppmの渋皮に薬剤を投入すれば,投入点より

下流ほぼ500m闇のプユ幼虫は殆んど流失すると記

し.氾珊ら8)の妙高高原における成約では1分間流水
iLtに対して1-1.2ppmにあたるDDTを10タ;1Lril,即

ち計 10-20ppm投入した時,プユ幼虫駆除の有効距

脈は800-1000m と報Lufiされている.又吉田ら6)の京

都市前野川における駆除実験では1)ンデンをlfJIJ'il流

水虫に対しlppm渋皮で投入した場合,幼虫の流失す

る有効犯用は500-800m と報告しており,投入した

兆剤の耶除効果については種々綿密な実験がなされて

いる.しかしながら投入した炎剤が投入地点から下流

に,どのように希釈され分l%しているかについては余

り調らべられていないようである.投入した非剤の肌

皮FJ･布状態をnjl確に知ることは,プユ幼虫駆除につい

ては勿論のこと.鵡剤を投入する河川にtii息するmyl
に及ぼす膨轡を知る上においても甚だ必変なことであ

ち.以上の見地から,P.=itl.らは京都市如北郊を流れる

Lf-:a.M･)11流城において,投入した非剤の分ltI'状態の調ti
を火鮎しているが.今剛ま今までに柑た成約のうち,

LL物学的JJ胤 によるau疋紙料 こついて報Lbする.なお
木.輸文の一部は邦15回日本硝生別物学会で報告した.

実 験 地 域

火映を行った'I.V野川水系は蔚抑717の中火を北から佃
に流れる加IIRJltの上流で,fliの災北郊にあたり,その

'1こ榊ま比較山系がi'1脚 こせまり滋斑爪と暁している.

この水系にはプユ幼虫が多数発生し,その地区の住民

はもとよりその流域にある八強,大原,修学院離宮,

比叡山等の名所旧跡を訪れる内外多数の観光客や,ハ

イカー.釣りをたのしむ人々に多大の被告を与えてい

ち.この水系に発生するプユ防除については,既に数

ir!仙こirf.rll6)らが,これの綿密な基礎的'調在及び解除

JI奴を試みており,又近年京都市当局は巾の公衆締まL

ならびに観光両丙から,この他城のプユ防除の聞出を

とりあげ.当水系に殺山剤l'Ft/f7.をrR鮎しているが.時

には息仏の犯死があり.その皮にその死別について郁
々の間腔が生じている.

実験地城は比叙山の登山口に当る八減遊閑地の上流

約9.5kmの京都市左京区大原,小川石,新田で,その

区域の地形を節1図に示す.薬剤投入地点から 1,000
m下流までのJlf印刷ま7-35mで,平瀬.中瓶 よどみ,

ふちの部FJ.が松雄に点在する.

採 水.方 法

調It.は1962咋9月11日,9月24日,及び1963咋7月
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Fig.1. Fieldstudyarea.Shinden,Sakyoku.

KyotoCity.

8日におこない,災地目の水iJitは転秒21-22トン,班

水の幅は3.5-10mである.

投入柴剤はDDT50,90'水和剤で,これを17,.;LlU流水
矧 こ対し.lppmの割合で,10分fLrJ投入した.採水地

点は節1図に示す如く薬剤投入地点より下流 10,25.

50,100,250,500.1000m の7地点で,邦剤投入と

rl'j時にr]じるLにもみ殻を流し,もみfTlが各地J.t:tに到

7111-3fJ･;TfJ後に採水した.

測 定 方 法

実験'BでDDT水和剤を柴剤投入ItJilのTl1J水で補剛し

2ppmを最高氾度として,以下倍々に煎釈した紋を作

り,内径8cm,絹さ6cmの且'EiI.'古シャーレに200cc
宛入れた. これにアカイエカCuIexpl'L)ions♪alLcns
4齢幼虫を投入し,24時皿後の光LL一秋を胡べた,投入

幼虫数は25個体知で4回試験をおこない.その総計か

ら各氾皮における夕E亡串を訊1ルた.その結果にもと

づき渋皮(ppm)の対数を脚仙こ,死亡率の プロビッ

トを縦軸にとって氾皮一死亡率回仰旧線のグラフを作

った.
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一方 これと同時に 7採水地点から持ち帰った検水

(rl;く水)を地点別に200cc宛上記の腰高 シャーレに入
れた.父IiIL'水を非剤投入前の河水で2倍に希釈し.こ

れ)iJ同様に地点別に腰高シャーレーに入れた.これに

上田と同じアカイエカ4齢幼虫を投入し,24榔 tJ後の

死亡数を調べた.投入幼虫数は25Ⅳ淋 宛で2-4Illrl拭

験をおこない.その総計から各採IJj地点別に死亡時tを

算出し,上記の机皮-死亡率同郷門松のグラフにより

検水中のDDT渋皮を排定した.

結果ならびに考察

流心の上層部におけるDDT濃度の測定結果を郡1

表に示す.

3回にわたる調充で柘回DDT温度のmrJ定が出釆た

のは,黙剤投入点から10-250m下流点までで,それ

より下流地]:.iでは耶1回Elの500m地点をのぞき,他
は投入したアカイエカ幼虫の死亡坪ミが0,%となり5uJji:
不可伐であった.

流心の上同部におけるDDT洗庇をみると10m地

点ならびに25m地点では,それぞれ1.6-1.8ppm,

1.5-2.Oppmで,かなり謁い伯を示しているが,50

m,100m地点では,それぞれ 1.2-1.3ppm,0.7-

1.Oppm となっている.250m地点ではDDT渋皮は

非常に低下してそのlIfiは0.2-0.3ppmとなり,矧 こ

500m地点では3同試験のうち2回はmTJ定不伐,1000

m地点では 3阿いずれも測定不価であった. 各地点

別に3何にわたるgu定伯の取大仙と庇小他の芸壬をみる

と.10m地点で0.2ppm,25m地点で0.5ppm,50m

地点で0.1ppm,100m地点で0.3ppm.250m地瓜

で0.1ppmである. この現象は同じ自然流水城であ

っても,1.mf∈口に上り,流水Tn,地形.水の流れが変
化してJ,.(),この柁庇の況皮差が生ずるのは当然とい

えよう.

'次に流心の上同部のほかに岸部の上層部における

DDT含有濃度を第2回目の調査時に検査したところ,

10m地点で0.4ppmL(流心では1.6ppm)25m地点

で 2.1ppm(1.9ppm).50m 地lt:Lで 1.2ppm(1.2

ppm)100m地点で0.7ppm (1.Oppm)であった.

これを流心部の況皮と比校すると10m地点では流心

部にくらべ非仰 こ机庇が低く,mfR邦が火きいが,25,

50.100m地J!.tではflfd符のlLr(がでしいか. もしくは非

rl;'fには近したllftをホしている.この別恥 ま.15そらく

粥剤投入地Iliの近(-Cは.拙入51程刑が純水の比較的わ

そい川.部に/I;1/lTlLがたく.流れの速い邦男･を速やかに

流れ,投入他.I:tより,25m地点に逮すると,一応,均

一に流水巾にF,･散するのではないかと思われる.

以上河川に投入したDDTの分散状況について述べ

たが,今回の成約は薬剤投入中のある時間に7採水地

点でそれぞれ一回だけ採水して,調べた測定値であり

各採水地点を流れる薬剤の総量については,今回の成

約から,それを推定することは不可能である.従って

この点を明らかにする為に今後,各採水地点で薬剤投

入後,刻々に托水して,その薬剤駅度を測定し,投入

した韻剤が各地II:Lを通過するのに要する時rljlTpを柿-托

する必頚がある.

次に今川の成机では,投入山から500m,1000m地

点において,汎IRtblTlrji:に供したアかイエカ幼山が雅死
せず,机皮burjtがイこIJIJ情であったが,これは,アカイ
エカ幼虫に比べて,DDTに対して,かなり感受性の

高いコガタアカイエカCILLextritaem'oThynchusやヒ

トスジシマカAe"desalbo〆clus等を班mすれば,500
m以下の下流城にわいてもDDT机度の測定が可能

でないかとJ山われる.

要 約

1. プユ幼虫の駅除の祖,殺虫剤を河川に投入した

場合.投入点から下流域で;その薬剤がどの程度に希

釈されるか,その渋皮分布状況を生物的方法により測

定した.

2.1実験地区は京都市左京区大駄 小山石,新田を

流れる高野川水系で.1962印から1963咋の冊.3何に

わたり,DDT50,%水和剤を 1分;I'U流水Rに対し,

Table1. DDTconcentration(ppm.)inwateratthesuperficialareaoEthemiddleof
thestreamatvariousstationsofdownstreamfromthestationoiinsecticide

application.

Stationsinvestigated

tom. .25m. 50m. 100m. 250m. 500m. 1,000m.

Sep.ll.1962 1.6 1.5 1.2

Sep.25,1962 1.6 1.9 1.2

July 8,1963 1.8 2.0 1.3

0.9 0.2 0.3

1.0 0.2

0.7 0.3
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lppmの割合で,10fJ倒,河川に投入した後,その投

入地点から,10,25,50,100,250,500,1000m下流

の計7地点で,そこを流れる河水中のDDT氾皮を調

べた.

3. au定にはアカイエカ4齢幼虫を用い,各種浪皮

のDDT水和剤桁波にその幼虫を投入して24n割Lil後の

クビ亡埠;を調べ,氾政一死亡率回柿LB線の図炎を作っ

た.JJJlld時に河川から持ち帰った検水に,上記と同
様な幼山な入れ24時Il.il後の死亡率.を調べ,前記図表に

より.放水車のDDT氾皮を推定した.

4. i仏心の上Itl部における氾皮は. 10,25m 地点

では,1.5-2.Oppmで, かなり高い値を示したが.

50,100m地点では0.7-1.3ppm となり, これより

下流地点では極度に減少した.1000m地点では測定に

供した アカイエカ幼虫が雛死せず8u定不経であった

が,I)DTに対して非常に感受性の請い他称の蚊幼虫

を用いれば.あu定可碓かもしれない.

5. 梓部の上層部にお け.る渋皮は 10m地点では

0.4ppm,25m地]!.tでは2.1ppm.50m地点では 1.2

ppm,100m地山では0.7ppmを示し,非剤投入仙人':I

の近くでは.投入-,Ri剤が,'I!部に十分に分散しがたく,

25m地山付近に退すると. -瓜 均一に流水巾にfJ･

l.托すると.1朗 つれる.
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Summ&ry

Theconcentrationoftheinsecticideapplied

inrunningwaterwasinvestigatedattheTakano

RiverwhichrunsthroughShinden,locatedin

24

thenortb･easternsuburbsofKyotoCity.

After50% DDTwettablepowderwasapplied

atthedosageofaslowaslppm.ofDDTbased

onthevolumeofrunningwaterinaminute.

21一一22tons,fortenminutes,DDTconcentration

wasestimatedinthesuperficialar.eaofrunning

waterat10,25,50,100,250,500andl,000meter

downstreamfromthestationofinsecticideap･
plication.Thetestmethodsareasfollows:the

fourthinstarlarvaeofCuLcxLIl'L)Z.CnSLPaLLcnswere

exposedtoDDTsuspensionat0.065-2.Oppm.

for24hours.After24hoursexposure,mortality
countsineachconcentrationweretakenand

theconcentration-mortalityregressionlinewas

drawnonthesectionpaper.Atthesametime.

thefourthinstarlarvaeofC.pipllcnsLI.Were

exposedfor24hourstowatertakenfronleach

stationofthestream.After24hourexposure.

mortalitycountsweretaken.DDTconcentration

inthewaterofeachstationwasdeterminedby

applyingthemortalitytotheline.

DDTconcentrationatthemiddleofthestream

waslistedinTable1.DDTconcentrationwas

1.5-2.Oppm.at10and20meterdownstream

fromthestationofDDTapplication.Itwas0.7

-1.3ppm.at50andl00metersanditdecreased

to0.2ppm.at250meters.At1,000meters,it

couldnotdetermine,sincealllarvaeoEmosquito

exposedtowateratthisstationdidnotdie.lE

anyotherspeciesmoresusceptibletoDDTthan

C.pfpJIcnsJ).wereusedinthetestmethod,DDT
concentrationat1.000metersmaybedeteト

mined.

DDTconcentrantionatthesideofthestream

was0.4ppm.at10meters. At25,50and100

meters,itwas2.1,1.2and0.7ppm.,respectively.

Astheresult,itissuggestedthatatthestation

near10meterdownstream,theinsecticideap･

pliedflowsintothemiddleareaofthestream

inwhichthecurrentisfaster.anditdisperses

overthewideregionofthestreamuniformlyat

thestationof25meterdownstream andthe

stationlowerthanthat.


